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会社概要

●創　　業／1950年10月

●会社創立／1954年1月

●資 本 金／9,600万円

●工場設備

　敷地面積　　　／73,409.65㎡

　工場建物　12棟／26,702.86㎡

　管 理 棟　  3棟／  1,326.82㎡

●本社・工場及び支店

　ー総務部ー

　本社　〒675-2364　兵庫県加西市窪田町570-10

　TEL（0790）42-5111(代)　FAX（0790）42-0700

　ー産業機器事業部ー

　窪田工場　〒675-2364  兵庫県加西市窪田町570-10

　TEL（0790）42-0601（代）　FAX（0790）42-4895

　東京支店　〒104-0031  東京都中央区京橋一丁目14番7号

　　　　　　　　　　　  京橋中央ビル9階

　TEL（03）5579-9622（代） FAX（03）5579-9633

　名古屋営業所 〒465-0024 愛知県名古屋市名東区本郷3-139  

                                     ホワイトハウスビル 5階

　TEL（052）778-7830（代）FAX（052）778-7831

　ー汎用事業部ー

　古坂工場（旧本社（総務部）、本社工場）

　　　　 　〒675-2303  兵庫県加西市北条町古坂69-1

　TEL（0790）42-5110（代）　FAX（0790）42-5741

　和泉工場　〒675-2445  兵庫県加西市殿原町860

　TEL（0790）44-0284　    FAX（0790）44-2251 

●関連会社

　Kyowa USA, Inc.　

　2746 Circleport Dr.

　Erlanger, KY 41018

　Kyowa Europe.,Ltd.

　137, Tsarigradsko Shosse Complex BSM

　Block B, Floor 1, Sofia 1784, Bulgaria

　Kyowa Europe GmbH

　Opladener strasse 2,  　

　Halle 7, 42799 Leichlingen Germany

　株式会社協和テクノ／資本金1,800万円

　兵庫県加西市下宮木町713-5

　TEL（0790）49-0338

●代表役員

　株式会社協和製作所　社長　藤本繁行

　株式会社協和テクノ　社長　真見順一

●営業品目

　自動車・二輪車・農機用ミッション部品、産業機械部品、

　モータープーリ、モーターローラ、パルスローラ、

　各種減速機

●取引銀行

　三井住友銀行北条支店

　日本政策金融公庫神戸支店

　商工組合中央金庫神戸支店

1950年10月　川崎重工業（株）［川崎航空機］の機械加工下請としてスタート

1954年  1月　株式会社協和製作所設立（資本金80万円）

1957年  3月　耕運機用クラッチ完成部品の納入、部品メーカーとして第一歩をしるす

1961年10月　逐次増資を行い、資本金820万円、従業員持株制実施

1963年12月　資本金1,640万円に増資、工場拡張、タペット生産開始

1967年  5月　北条技研工業所合併（資本金3,300万円）

1969年  4月　歯車協同熱処理工業（株）設立（資本金4,995万円）、熱処理一貫体制確立

1970年  1月　ベルトコンベヤ用モータープーリ開発

1970年  3月　タペット専門工場として加西工場設立、量産体制確立

1971年  3月　冷間鍛造によるスプライン塑性加工開始、シャフトメーカーとして確固たる

　　　　　　　地位を確保

1972年  5月　クランクシャフト専門工場として和泉工場を設立、量産体制確立

1974年  9月　加西工場を分離、株式会社協和加西工場設立（資本金1,800万円）

1975年10月　資本金9,600万円に増資

1977年10月　椎茸植菌用高速穿孔機（スパット）開発

1978年  4月　（株）協和加西工場にてバルブ（ポペット）開始

1982年10月　洗車機用ギヤードモータ量産開始

1985年10月　ローラコンベヤ用モーターローラ量産開始

1989年12月　ミニプーリ生産開始

1992年  8月　高速シートシャッター「オーロラ」生産開始

1993年  8月　ツインローラ生産開始

1994年  8月　関東営業所開設

1994年10月　ローラコンベヤ用DCモーターローラ量産開始

1998年  7月　ISO9001認証取得

2001年  5月　窪田工場操業開始

2003年 8月　シュレッダー生産開始

2005年 3月　窪田工場がISO14001認証取得

2005年 5月　関東営業所を東京支店へ昇格

2007年  4月　和泉工場増築工事完了

2008年 9月　Kyowa USA, Inc.設立

2012年10月　 KYOWA EUROPE ., Ltd.設立

2016年10月　名古屋営業所開設

2017年10月　窪田工場第２工場が稼働

2018年  6月　DCパルスローラを販売するKyowa Europe GmbHをドイツに設立

2019年 7月　東京支店事務所を移転

2020年 3月　窪田工場第３工場が稼働

2020年 7月　本社を兵庫県加西市窪田町に移転

古坂工場

窪田工場



モ ー タ ー ロ ー ラ

開発以来約35年の歴史を持つ主力製品です。

標準仕様でアキューム対応が出来る様、インピーダンスプロテクト方式モー

タを標準機種に装備しております。

高い搬送能力・高強度ギヤの組み合わせによりお客様の要求に応えるべく

日々より良い製品を追求しております。

φ38・φ42.7・φ48.6・φ50・φ57・φ60.5・テーパーとワイド

バリエーションを製作いたします。

海外進出も積極的に展開し、現在ではＤＣパルスローラを中心に全米・

ＥU諸国・東南アジア等で高い評価を頂いております。

● ACモーターローラ総合カタログもご用意しております。

● DCパルスローラ総合カタログもご用意しております。

モ ー タ ー プ ー リ

産業機器事業部の発足時より製造販売しております製品です。

１ランク上のモータを内蔵し、恒久的な製品作りを目標に邁進し本日に至り

ますが、国内・海外ともに高い評価を頂いております。

φ76・φ114・φ140・φ165・φ215・φ265・φ318とお客様の要望に

応えるべく各機種取り揃えております。

モータ出力も20Ｗ～3.7KWと広範囲となっております。

応 用 製 品

モータ及び減速機を使用し各種特殊製品の製作も手がけております。

小型ギヤードモータなど自社製品、OEM製品など、各産業界に貢献して

おります。

お客様のご希望にお応え出来ますよう新製品開発に邁進する所存です。

B E L I E F

　創業以来、ギヤ・シャフトの開発・製造技術を応用し、自社ブラ

ンド製品であるベルトコンベヤ用モータープーリやローラコンベ

ヤ用モーターローラの開発・製造に成功し、物流業界で確固たる

地位を築いてまいりました。この実績は「お客様の要求を満たし

信頼される会社をつくろう」という品質方針を実践し、その結果

開発された独創性と信頼性に裏付けされたものであると自負して

おります。

　これからもさらに高品質・高性能な製品を妥協なく追求してま

いります。ご期待ください。

ベルトコンベヤの駆動源「モータープーリ」、ローラーコンベヤの駆動源「モーターローラ」を

生産・販売しています。 

  

産 業 機 器 事 業 部

● リスト規制とキャッチ・オール規制について
　 基本的にリスト規制には該当しませんが、お客様の用途（または向け地）によっては、キャッチオール規制の対象となる可能性が
 　有ります。輸出に際しては、お客様のご判断にて、輸出許可申請等のご対応をお願いします。

※ 非該当確認書の発行依頼については、別途お問い合わせください。





一部対応していない機種が御座います。
詳細については別途お問い合わせください。

ローラーコンベヤ用、ミニベルトコンベ
ヤ用の駆動でもご使用頂けます。
ローラーコンベヤ用では、重量搬送も可
能に。

ミニベルトコンベヤに最適です。
不必要な出っ張りを無くしたコンパクト
設計でご使用頂けます。

ベルトコンベヤ駆動の決定版。充実のバ
リエーションで世界に配給し続ける信頼
製品です。

単相電源でベルトコンベヤ駆動に。始動
ボックスで簡単操作。

傾斜コンベヤに



KMP-A4Z3-2C-076-400-05AAA

KMP-A2Z1-2C-076-400-05ABA KMP-A2Z1-2C-076-400-05ABA

KMP-A4Z3-2C-076-400-05AAA









302
325
310
277
300
285
300
320

325
345
330
300
320



有効ドラム幅はℓ寸法より短くなります。140φℓ寸法   ｰ4mm
165φℓ寸法   ｰ8mm
その他ℓ寸法 ー 10mm

A=標準　B=準標準　Y=その他（シャフト特殊・側板SUS・45度仕様　etc）

076＝φ76
114＝φ114

140＝φ140
165＝φ165

215＝φ215
265＝φ265

318＝φ318



5.5
7.5
10.2
12.3
15.2
18.3
20.1
24.2
45.6

6.7
9.1
12.4
14.9
18.4
22.2
24.4
29.4
55.3

8.3
6.1
4.4
3.7
3.0
2.4
2.2
1.8
1.0

6.8
5.0
3.6
3.0
2.4
2.0
1.8
1.5
0.8

16.6
12.2
8.8
7.4
6.0
4.8
4.4
3.6
2.0

13.6
10.0
7.2
6.0
4.8
4.0
3.6
3.0
1.6

217
159
115
96
78
62
57
47
26

178
131
94
78
62
52
47
39
20

1/122
1/90
1/66
1/55
1/44
1/37
1/33
1/28
1/15

P42

P46

P50

P52

P53

P38

P38

ミニベルトコンベヤの駆動として、ローラーコン
ベヤの駆動として幅広くご使用頂けます。

専用固定金具（76-30／オプション）はローラーコンベヤとしてご使用の場合に必要となります。

CTケーブルの先から出ているリード線は
4芯0.5SQで端子はついておりません。



2.8
3.9
5.5
7.5
10.2
12.3
15.2
18.3
20.1
24.2
45.6

3.4
4.7
6.7
9.1
12.4
14.9
18.4
22.2
24.4
29.4
55.3

24.1
17.6
16.6
12.2
8.9
7.4
6.0
4.9
4.5
3.7
2.0

19.9
14.6
13.7
10.0
7.3
6.1
4.9
4.1
3.7
3.1
1.6

48.2
35.2
33.2
24.2
17.8
14.8
12.0
9.8
9.0
7.4
4.0

39.8
29.2
27.4
20.0
14.6
12.2
9.8
8.2
7.4
6.2
3.2

631
461
435
319
233
193
157
128
117
96
52

521
382
359
262
191
159
128
107
96
81
41

1/122
1/90
1/122
1/90
1/66
1/55
1/44
1/37
1/33
1/28
1/15

P53

P38

P42

P46

P50

P52

専用固定金具（76-30／オプション）はローラーコンベヤとしてご使用の場合に必要となります。

ミニベルトコンベヤの駆動として、ローラーコン
ベヤの駆動として幅広くご使用頂けます。

CTケーブルの先から出ているリード線は
4芯0.5SQで端子はついておりません。



CTケーブルの先から出ているリード線は
4芯1.25SQでY端子付が標準です。

P53

P18

P40

P42

P46

P47

P50

P52

ミニベルトコンベヤの駆動として、ローラーコン
ベヤの駆動として幅広くご使用頂けます。

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。



P18

P40

P42

P46

P47

P50

P52

P53

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。

ミニベルトコンベヤの駆動として、ローラーコン
ベヤの駆動として幅広くご使用頂けます。

CTケーブルの先から出ているリード線は
4芯1.25SQでY端子付が標準です。



P20

P40

P42

P46

P50

P53

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。

CTケーブルの先から出ているリード線は
4芯1.25SQでY端子付が標準です。



P20

P40

P42

P46

P50

P53

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。

CTケーブルの先から出ているリード線は
4芯1.25SQでY端子付が標準です。



P22

P40

P42

P46

P47

P51

P50

P53

＊印は、逆転防止仕様の製作が不可となります。

＊

＊

＊
＊
＊

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。

CTケーブルの先から出ているリード線は
4芯1.25SQでY端子付が標準です。



P22

P40

P42

P46

P47

P51

P50

P53

＊印は、逆転防止仕様の製作が不可となります。

＊

＊

＊
＊
＊

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。

CTケーブルの先から出ているリード線は
4芯1.25SQでY端子付が標準です。



P24

P40

P42

P46

P47

P51

P50

P53

＊印は、逆転防止仕様の製作が不可となります。

＊

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。

CTケーブルの先から出ているリード線は
4芯1.25SQでY端子付が標準です。



P24

P40

P42

P46

P47

P51

P50

P53

＊印は、逆転防止仕様の製作が不可となります。

＊

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。

CTケーブルの先から出ているリード線は
4芯1.25SQでY端子付が標準です。



P26

P40

P42

P46

P47

P51

P50

P53

＊印は、逆転防止仕様の製作が不可となります。

＊

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。

CTケーブルの先から出ているリード線は
4芯1.25SQでY端子付が標準です。



P26

P40

P42

P46

P47

P51

P50

P53

＊印は、逆転防止仕様の製作が不可となります。

＊

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。

CTケーブルの先から出ているリード線は
4芯1.25SQでY端子付が標準です。



P28

P40

P42

P46

P47

P51

P50

P53

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。

CTケーブルの先から出ているリード線は
4芯1.25SQでY端子付が標準です。



P28

P40

P42

P46

P47

P51

P50

P53

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。

CTケーブルの先から出ているリード線は
4芯1.25SQでY端子付が標準です。



P30

P40

P42

P46

P47

P51

P50

P53

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。

CTケーブルの先から出ているリード線は
4芯1.25SQでY端子付が標準です。



P30

P40

P42

P46

P47

P51

P50

P53

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。

CTケーブルの先から出ているリード線は
4芯1.25SQでY端子付が標準です。



P53

P32

P40

P42

P46

P47

P51

P50

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。

CTケーブルの先から出ているリード線は
4芯3.5SQでY端子付が標準です。



P32

P40

P42

P46

P47

P51

P50

P53

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。

CTケーブルの先から出ているリード線は
4芯3.5SQでY端子付が標準です。



P34

P40

P42

P46

P47

P51

P50

P53

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。

CTケーブルの先から出ているリード線は
4芯3.5SQでY端子付が標準です。



P34

P40

P42

P46

P47

P51

P50

P53

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。

CTケーブルの先から出ているリード線は
4芯3.5SQでY端子付が標準です。



P36

P42

P46

P47

P51

P50

P53

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。

CTケーブルの先から出ているリード線は
4芯3.5SQでY端子付が標準です。



P36

P42

P46

P47

P51

P50

P53

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。

CTケーブルの先から出ているリード線は
4芯3.5SQでY端子付が標準です。







※以下の構造図は一例となっており、型式によって内部構造や部品が変わります。



P41

P53

P53 コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。





P43、44

P53

I P

I P

I P

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。



5.5

7.5

10.2

12.3

15.2

18.3

20.1

24.2

45.6

6.7

9.1

12.4

14.9

18.4

22.2

24.4

29.4

55.3

380 35

20

20

1.70

（0.4Kw以下の機種はア
  ルミの場合もあります）

（0.4Kw以下の機種はア
  ルミの場合もあります）

パッキンを使用

パッキンを使用

仕様

Y又は棒端子

2.8

3.9

5.5

7.5

10.2

12.3

15.2

18.3

20.1

24.2

45.6

3.4

4.7

6.7

9.1

12.4

14.9

18.4

22.2

24.4

29.4

55.3



異電圧の場合のモータープーリ最小幅は上記幅+10mm

防水又はオールSUS仕様と逆転防止仕様の組合せにおける、製作可能モータープーリ最小幅は、防水仕様／オールSUS仕様の製作最小幅と同じになります。
1kW・1.5kW・2.2kW・3.7kW限定



I P

I P

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。



コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。



P53

P43、44

★製作可能機種はＰ１３及びＰ４３、Ｐ４４をご参照下さい。

傾斜コンベヤ等での逆送を防げます。

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。



P53

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。



使用可能周囲温度範囲→-10℃～+65℃

P55

φ76、φ114及びブレーキ仕様は全て対応不可になります。

φ76、φ114及びブレーキ仕様は全て対応不可になります。

使用可能周囲温度範囲→-20℃～+40℃





P53

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。

※上記表にないプーリ幅はお問い合わせください。



P53

I P

I P

※CEマーキング仕様につきましては、製作できる機
　種が限られます。仕様及び納期につきましては、
　別途お問い合わせお願いします。

コンベヤの傾斜角は20度以下にてご使用ください。



赤　黒

逆転はモータープーリのリード線赤と黒を
入れ替えてください。

逆転はモータープーリのリード線赤と黒を
入れ替えてください。

逆転はモータープーリのリード線赤と黒を
入れ替えてください。







※長期間放置された場合、グリスの分離により本体よりオイル漏れの原因となる場合があります。
　詳細は取扱説明書の注意事項をご確認ください。

許容静荷重

1. モータ焼損保護のため、ブレー力等の設置を必ず行ってください。 

保証について

1. 正常な備え付け、及び正常な取扱いのもとでの保証期間は、出荷日より1年とします。
　
2. モータープーリを独自に改造しないでください。故障の原因となります。
　（特殊仕様につきましては、ご相談に応じます）

3. 点検や定期的な慣らし運転を適切に行わない場合の故障につきましては、保証期間内でも保証対象外となります。

4. お客様により製品の分解・改造をされた場合は当社の保証対象外となります。

2. CTコードによる持ち運びや、ぶつけたり落したりしますと内部を傷めることになりますので十分ご注意ください。 

　 又、CTコードの被覆に傷を付けないようご注意ください。 

3. モータープーリとコンベヤベルトのテンションを調整し、蛇行調整を確実に行ってください。 

4. ベルトの張り過ぎは、モータープーリの過負荷や寿命低下などの原因になりますのでご注意ください。 

5. 拘束状態になると即時モータのコイル焼損につながりますのでご注意ください。 
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